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することができた。この中でも，―２２左，―３８，―５４のタイプと―４１，―５８のようなタイプに分けら
れる。
茎もしくはヒゲ根ではないか，としたものにもかなりの種類が検出できた。軸に沿って複数の筋
のあるもの，中央に深い溝状の筋があるもの，筋のないもの，「８の字」型の断面を持つものなど
多岐にわたっている。RH―１内表面に関しては，外表面に残されていた葉との関係を指摘したが，
他の例に関しては同じ土器片の中の葉に関する知識もなくはっきりさせることができないままに
なっている。土器の表面や断面に混入されている植物の状態に関して，RH―１の箇所でも述べたが，
今回の観察した限りでは，繊維の端部は切断されたものでなく，引きちぎられたものと思われる。
多くは両端がちぎれていることから，混ぜ込む際に細かく手でちぎったものと考えられる。さらに
RH―１外表面で見つかった筒型に丸まった葉（―３）の例から，ある程度の乾燥状態も考慮に入れ
て良いかも知れない。
膨大な資料に対して僅かな事例で結論を下すことはできないが，土器に混入している繊維は植物
由来であることがわかった。土器型式，年代の幅などの詳細が明らかになれば，その代表的なサン
プルを観察することによってさらに精度の高い結論を導き出すことができよう。
植物の種類が不明である以上，土器製作の時期や環境を明らかにすることは今回の観察ではでき
なかった。
（丑野 毅）
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